
















[令和 8年度 2次募集　一般入試，私費外国人留学生入試：情報学基礎・計算機システム]

問題番号１, 問題番号２（出題意図）
情報学基礎分野の基本事項に関する知識と理解度を問う．

[問題番号 １] 解答（過程は略）

(1-1) 347　　

(1-2) 7.25

(1-3) 1101 0011

(1-4) 1100 1010

[問題番号 ２]

(2-1) 解答例：エンドシステムからエンドシステムへとエラーとならずに転送された単位
時間あたりのデータ量である．(45文字)

(2-2) 解答：プレフィックス長が 30より、ホスト部は 32-30=2ビット。つまり、192.168.1.56
～192.168.1.79の 4つの IPアドレスを使用できる。ホスト部が 56, 59の IPアドレ
スはそれぞれネットワークアドレスおよびブロードキャストなので、使用できる IP

は、192.168.1.57と 192.168.1.58の２つとなる。
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[令和 8年度 2次募集　一般入試，私費外国人留学生入試：情報学基礎・計算機システム]

問題番号３, 問題番号４（出題意図）
計算機システムにおけるメモリアーキテクチャやソフトウエアに関する基礎事項の理解度
を問う．

[問題番号３]

(3-1) 解答例： キャッシュのヒット率を h とすると、平均アクセス時間 T は

T = 8h+ 120(1− h)

で表される。これが 22 ナノ秒以下となる条件より，

8h+ 120− 120h ≤ 22

−112h ≤ −98

h ≥ 98/112

h ≥ 0.875

よって、最低限必要なキャッシュメモリのヒット率は 約 87.5％以上である。

(3-2) 解答例：仮想記憶システムでは，必要なページが主記憶上に存在しない場合にペー
ジフォールトが発生し，補助記憶から主記憶へのページ転送が行われる。補助記憶
は主記憶に比べてアクセス速度が著しく遅いため，ページフォールトが発生すると
CPUは長時間待たされ，性能が低下する。また，局所性が十分に成り立たない場
合，読み込まれたページがすぐに不要となり，ページフォールトが頻発する。その
結果，ページ入れ替え処理が繰り返され，実行時間の多くが補助記憶アクセスに費
やされる。

[問題番号 ４]

(4-1) 解答例：ウォーターフォール開発は，要件定義，設計，実装，テスト，運用といっ
た工程を順番に進める開発手法である。各工程を完了してから次に進むため，進捗
管理が容易である一方，後工程での仕様変更に弱いという特徴がある。

(4-2) 解答例：アジャイル開発は，短い開発サイクルを繰り返しながら機能追加や改善を
行う開発手法である。顧客のフィードバックを重視し，仕様変更に柔軟に対応でき
る点が特徴であり，不確実性の高い開発に適している。



令和 8年度 2 次募集，一般入試，科目：情報数学，確率統計，データ構造とアルゴリズム，プロ
グラミングからの選択問題

出題意図
問題番号１ 離散数学・情報数学における最も基礎的な概念である集合・写像・論理について，

その理解度と応用力を問う．
問題番号２ 順列・組合せ，剰余演算，及び数学的帰納法に関する計算問題と証明問題を通じて，

基本概念の理解度，および計算力と論理展開力を問う．

[問題番号 １]

(1-1) (a) X から Y への写像が全射となるためには，Y のある 1つの要素にX の要素が 2つ割
り当たり，Y の残りの 3つの要素には，それぞれX の要素が 1つ割り当たる必要があ
る．X の要素が 2つ割り当たる Y の要素の選び方は 4通り，Y の同じ要素に割り当た
るX の 2個の要素の選び方は 5C2 =

5× 4

2
= 10通り，X の残りの要素の割り当て方

は 3!通りである．よって，異なる全射の個数は 4× 10× 3! = 240個である．
(b) πを巡回置換の積に分解すると，

π =

(
1 2 3 4 5

4 3 5 1 2

)
=

(
1 4 2 3 5

4 1 3 5 2

)
= (1 4)(2 3 5)

である．2次と 3次の巡回置換はそれぞれ 2回，3回合成したとき恒等置換となるので，
その公倍数である 6回合成すれば πは恒等置換となる．

(1-2) (a) f(x) > 2ならば x < 1である
(b) 任意の実数 xに対し f(x) > −3である

[問題番号 ２]

(2-1) 一列に並んだ 10個の位置のうち，青い玉 4個を置く位置を決めれば，順列が一つに決ま
る．青い玉を置く異なった配置は 10個から 4個を選ぶ組合せであるから，10C4 =

10!

6!4!
=

10× 9× 8× 7

1× 2× 3× 4
= 210通りである．

(2-2) 654 mod 23 = 10より，65470 mod 23 = 1070 mod 23である．23は素数なので，フェルマーの
小定理により，1070 mod 23 = 1070 mod (23−1) mod 23 = 104 mod 23である．102 mod 23 = 8

より，104 mod 23 = 82 mod 23 = 64 mod 23 = 18である．

(2-3) n = 1のとき，左辺と右辺は共に 1

2
である．n = kのとき，

k∑
j=1

1

j(j + 1)
=

k

k + 1
が成り立

つと仮定する．n = k + 1のとき，帰納法の仮定より，
k+1∑
j=1

1

j(j + 1)
=

1

(k + 1)(k + 2)
+

k∑
j=1

1

j(j + 1)
=

1

(k + 1)(k + 2)
+

k

k + 1

=
1 + k(k + 2)

(k + 1)(k + 2)
=

k2 + 2k + 1

(k + 1)(k + 2)
=

(k + 1)2

(k + 1)(k + 2)
=

k + 1

k + 2

となるため，左辺と右辺は等しい．以上により，任意の正の整数 nについて
n∑

j=1

1

j(j + 1)
=

n

n+ 1
が成り立つ．



令和 8年度 2次募集，一般入試，科目：情報数学，確率統計，データ構造とアルゴリズム，プロ
グラミングからの選択問題

出題意図：統計学における標本抽出と中心極限定理に関する理解を問う．
[問題番号３]

(3-1) n個の独立標本X1, X2, · · · , Xn　（XiとXj（i ̸= j）は独立）
標本平均X = (1/n)

∑n
i=1Xi

E[X] = E

[
1

n

n∑
i=1

Xi

]
=

1

n
× (nµ) = µ

V [X] = V

[
1

n

n∑
i=1

Xi

]
=

(
1

n

)2 n∑
i=1

V [Xi] =
1

n2
× nσ2 =

σ2

n

(3-2) 正規母集団の真の平均と分散をそれぞれ µ，σ2とする．ただし σ > 0とする．下記の Z は
標準正規分布N(0, 1)に従う．P (|Z| < 1.645) = 0.90を用いる．

Z =
X − µ

σ

√
n, P

(
|X − µ|

σ

√
n < 1.645

)
= 0.90

P

(
|X − µ|

σ
<

1.645√
n

)
= 0.90

|X−µ|が σの 20%，すなわち 0.2σより小さくなるので，|X−µ|
σ < 0.2となることから，1.645√

n
< 0.2

より，n > 67.6 · · · となる．よって標本数は 68個以上．

出題意図：確率論の基礎として，連続な確率変数における確率密度関数についての理解を問う．
[問題番号４]

E[X] =

∫ 1

0
xf(x)dx = 6

∫ 1

0
x2(1− x)dx = 6

[x3
3

− x4

4

]1
0
=

1

2

E[X2] =

∫ 1

0
x2f(x)dx = 6

∫ 1

0
x3(1− x)dx = 6

[x4
4

− x5

5

]1
0
=

3

10

V [X] =
3

10
− 1

4
=

1

20
, µ =

1

2
, v =

1

20
,
√
v =

1

2
√
5

µ± 2
√
v =

1

2
± 1√

5
, y = x− 1

2
とおく

P (|X − µ| < 2
√
v) = 2

∫ 1/
√
5

0
6

(
1

2
+ y

)(
1

2
− y

)
dy

= 12

∫ 1/
√
5

0

(
1

4
− y2

)
dy = 12

[y
4
− y3

3

]1/√5

0
=

11

25

√
5



令和 8年度 2 次募集，一般入試，科目：情報数学，確率統計，データ構造とアルゴリズ
ム，プログラミングからの選択問題

[解答例]

出題意図 ：木構造や整列アルゴリズムに関する理解を問う．
[問題番号５] 挿入ソート，クイックソートによる整列例

a 16 8 12 20 5 2 9 23 6 17 15

a 8 16 12 20 5 2 9 23 6 17 15

a 8 12 16 20 5 2 9 23 6 17 15

a 8 12 16 20 5 2 9 23 6 17 15

a 5 8 12 16 20 2 9 23 6 17 15

a 2 5 8 12 16 20 9 23 6 17 15

a 2 5 8 9 12 16 20 23 6 17 15

a 2 5 8 9 12 16 20 23 6 17 15

a 2 5 6 8 9 12 16 20 23 17 15

a 2 5 6 8 9 12 16 17 20 23 15

a 2 5 6 8 9 12 15 16 17 20 23

a 16 8 12 20 5 2 9 23 6 17 15∗

a 6 8 12 20 5 2 9 23 16 17 15∗

a 6 8 12 9 5 2 20 23 16 17 15∗

a 6 8 12 9 5 2∗ 15 23 16 17 20∗

a 2 8 12 9 5 6∗ 15 17 16 23 20∗

a 2 5 12 9 8 6∗ 15 17 16∗ 20 23

a 2 5 6 9 8 12∗ 15 16 17 20 23

a 2 5 6 9 8∗ 12 15 16 17 20 23

a 2 5 6 8 9 12 15 16 17 20 23

出題意図 ：アルゴリズムの計算量とデータの関係性についての理解を問う．
[問題番号６]

(6-1)

f(100)× 10−9 = 105 × 102 × 10−9 = 10−2 秒
g(100)× 10−9 = 102 × 106 × 10−9 = 10−1 秒
h(100)× 10−9 = 2100 × 10−9 = 10log10 2

100 × 10−9 = 10
100

log2 10 × 10−9 ≈ 1021 秒
(6-2) n:元の計算機での処理データ数，n̄:元の計算機での処理データ数とする．C = 103

C × f(n) = f(n̄), 103 × 105n = 105n̄,
n̄

n
= 103 1000倍

C × g(n) = g(n̄), 103 × 102n3 = 102n̄3,
n̄

n
= 10 10倍　

C × h(n) = h(n̄), 103 × 2n = 2n̄, 2log2 10
3 × 2n = 2n̄,

n̄ = n+ 3 log2 10 = n+ 9.96, 9個のデータを多く処理できる．



問題 7（プログラミングー１） 解答例および出題意図

(7-1) 出題意図：ポインタの動作についてどの程度理解しているか。
解答例： hole

(7-2) 出題意図：選択ソートアルゴリズムの処理を理解してC言語で記述できるか。
解答例：（1）：i, （2）：j, （3）：a[i], （4）：a[min], （5）：tmp

(7-3) 出題意図：C言語による基本的なプログラム及び例外処理を理解しているか。この
解答では long型を利用したが，int型での回答でも良い。

解答例
1 #include <stdio.h>

2
3 int main(void){

4 int n;

5 long f = 1;

6
7 printf("input (n>1): ");

8 scanf("%d", &n);

9 if (n <= 1) {

10 printf("入力が不正です\n");

11 return 1;

12 }

13
14 if (n > 1) {

15 for (int i = 2; i <= n; i++) {

16 f *= (long)i;

17 }

18 printf("%ld\n", f);

19 } else {

20 printf("ｎは２以上にしてください\n");

21 }

22
23 return 0;

24 }



問題 8（プログラミングー２） 解答例

(8-1) 出題意図：Pythonのリスト処理を理解しているか。
解答例：[’even’, ’odd’, ’even’, ’odd’, ’even’]

(8-2) 出題意図：Pythonの再帰処理を理解しているか。10進数から 2進数への変換処理
を理解しているか。
解答例：1101

(8-3) 出題意図：Pythonでの浮動小数点の扱いやデータ型について理解しているか。
解答例：浮動小数点数の計算では，精度の問題により，期待される結果と異なる値
が得られることがある。これは，浮動小数点数を 2進数で表現する際の桁数の限界
によるものである。
（この問題を回避するには，decimalモジュールで decimal型を使用するか，精度を
考慮した比較，途中の演算で小数を使わないなどの対策があり，その対策をしてい
ないという解答でも良い。）

(8-4) 出題意図：Pythonの基本的なコード，文字列処理，条件判定を理解しているか。下
記の解答例は数字の文字を 1行で判定しているが，個別に判定するプログラムでも
良い。

解答例
1 s = input("文字列を入力：")

2
3 output = []

4 for ch in s:

5 if "0" <= ch <= "9":

6 output.append(ch)

7
8 if output:

9 print("".join(output))

10 else:

11 print("数字が含まれていません")


